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序

　福岡県大野城市は福岡平野南部に位置し、西暦 665 年に築かれた日本最古の

朝鮮式山城「大野城跡」にその名を由来する、古い歴史と豊かな自然に恵まれ

た街です。市域は南北に長い形をしており、大野城跡・水城跡・牛頸須恵器窯

跡の国指定史跡をはじめ、多くの歴史遺産があります。

　本書で報告する「乙金窯跡」・「東浦窯跡群」・「大谷窯跡群」は、昭和 43（1968）

年から昭和 44（1969）年にかけて、国士舘大学・大川清教授により発掘調査

が行われたものです。本市における最初期の発掘調査という意味でも大変意義

深いものがあります。これらの資料については、大野町が発行した「大野町の

文化財１」および「大野町の文化財２」でその概要が報告されていましたが、

正式な報告書は未刊行のままでした。この度、関係各位のご助力により報告書

が刊行された次第です。３つの窯跡群の整理作業を通じて、様々な知見を得る

ことができましたが、中でも大谷窯跡群では国内最初期の瓦や硯を生産してい

たことが明らかになり、牛頸窯跡群の特質を語る上で非常に重要な資料となり

ます。

　遺跡は土地に刻まれた歴史であり、我々に多くのことを教えてくれます。こ

うした遺跡を記録し、報告書というかたちで広く一般に公開するとともに、後

世へと伝えていけるよう努めています。本書が文化財の理解と認識を深める一

助となるとともに、学術研究や教育の面で広く活用していただけましたら幸い

です。

　最後になりますが、発掘調査ならびに報告書作成にあたり多大なるご理解、

ご協力いただきました関係各位に対しまして、厚くお礼申しあげます。

	

令和３年３月 31 日

　　大野城市教育委員会

　　教育長　吉富　修



例　言

１．本書は、宅地開発に伴い国士舘大学（代表：大川清教授）が発掘調査を実施した「乙金窯跡」・

　　「東浦窯跡群」・「大谷窯跡群」の報告書である。

２．整理作業・報告書作成は、大野城市教育委員会が実施した。

３．遺構写真は、国士舘大学調査参加者が担当した。

４．遺構実測は、国士舘大学調査参加者が実施した。なお、地形測量図のコンタは１ｍ間隔で、絶

　　対高が不明であるため相対的な比高差で示す。

５．遺構実測図中の方位は磁北である。

６．遺物実測・拓本・製図、遺構図の製図は㈱島田組に委託し、遺物実測の一部は上田龍児が実施

　　した。なお、実測図・製図の点検は澤田康夫・上田が行った。

７．遺物写真撮影は、牛嶋茂（写測エンジニアリング㈱）が担当した。

８．遺物観察表は、㈱島田組が作成し、上田が点検した。

９．本書に掲載した遺跡分布図は、大野城市が発行した『牛頸窯跡群－総括報告書Ⅰ－』を一部改

　　変（原図は国土地理院発行の１／50,000地形図『福岡南部』・『太宰府』）して使用した。

10．遺物の名称のうち、須恵器蓋杯については平城京分類による呼称を用いる。

11．窯跡の各部位の名称や法量は、凡例のとおりである。

12．本書に掲載した資料は、すべて大野城市教育委員会が管理・保管している。

13．本書に使用する遺物の土色名は、『新版標準土色帖』農林水産省技術会議事務局監修を使用し

　　ている。

14．本書の執筆は、Ⅰ章・Ⅱ章・Ⅵ章１・２・３を上田が担当し、Ⅲ章・Ⅳ章・Ⅴ章・Ⅵ章４を園

　　井正隆（㈱島田組）が執筆したものを上田が点検、加筆・修正した。編集は上田監修のもと、

　　㈱島田組が行った。

15．報告書作成に関しては、次の方々の

　　ご協力を得た。(敬省略・五十音順)

　　牛嶋茂・小川泰樹・小田和利　

　　小田富士雄・小田裕樹・亀田修一

　　白井克也・松尾奈緒子・森隆

　　森井千賀子・吉田佳広

全
長 焼

成
部

焚
口
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・
燃
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【凡例】窯跡の各部位の名称と法量
※被熱の範囲などが不明であるため、床面の傾斜変換点から煙

　道部上端までを全長と表現する。
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１．報告書刊行に至る経緯

　本書に収録する乙金窯跡・東浦窯跡群・大谷窯跡群は、昭和43～ 44（1968～ 1969）年にかけて

国士舘大学大川清氏により発掘調査が行われた。その概要は、「大野町の文化財１」（1970大野町

教育委員会）、「大野町の文化財２」（1971大野町教育委員会）に紹介されている。

　その後、調査を担当された大川氏は、栃木県に日本窯業史研究所（以下、「研究所」）を設立し、

出土遺物や記録類を研究所に移された。その間、国士舘大学もしくは研究所において記録類の整理

や出土遺物の整理が進められていたようであるが、報告書刊行には至らなかった。

　平成10（1998）年、本市において市史編さん委員会が発足し、平成17（2005）年に『大野城市

史通史編（上巻）』を刊行した。当時の文化財担当者であった舟山良一は、市史編さん事業の中で

大谷窯跡群の概要報告を企画した。舟山は大川氏に大谷窯跡群の概要報告の執筆を依頼すべく、研

究所を訪ねたところ、快諾されたとのことである。ただ、時間の都合上、市史編さん事業の中での

概要報告は実現しなかった。

　平成18～ 19（2006～ 2007）年には牛頸窯跡群の国史跡指定を目指して『牛頸窯跡群－総括報告

書Ⅰ－』（以下、「総括報告書」）刊行事業が進められた。執筆・編集を担当した舟山は、総括報告

書作成にあたり、再度、大谷窯跡群の調査成果を報告すべく、研究所と協議を進めた。その結果、

大谷窯跡群をはじめ、乙金窯跡・東浦窯跡群の遺物・写真・図面などが、本市へと返還される運び

となった。しかし、資料の量が膨大であることに加え、総括報告書作成当時は市内で大規模開発に

伴う発掘調査や報告書刊行事業を進めていたこともあり、総括報告書の中でも詳細な報告はかなわ

なかった。この間の経緯については、総括報告書「付．大谷窯跡群について」で触れられている。

　こうした経緯の中、本市では平成18（2006）年度から過年度分の発掘調査報告書の刊行を進め

ていたが、大規模開発が落ち着いたこともあり、令和２（2020）年度に整理作業・報告書刊行を行

うこととなった。

２．発掘調査の期間と契機

　当時の記録類は現場で作成した実測図や写真などしか残っておらず、発掘調査の契機や経過を知

る手がかりは少ない。以下では、当時の記録類をはじめ「大野町の文化財１・２」の概要や、関連

する報告書などからそれぞれの遺跡ごとに調査の期間と契機を記すこととする。

【乙金窯跡】

調査期間：昭和44（1969）年１月

　平成24年に大野城市教育委員会が実施した「善一田遺跡第１次調査」では、大川氏によって調

査された窯跡が削平された状態を確認した。詳細は『乙金地区遺跡群22』（大野城市文化財調査報

告書第158集）を参照されたい。

調査契機：直接の契機や事業主体は不明である。昭和44年調査時には旧地形が良く残っていたが、

平成24年調査時には丘陵頂部が大きく造成され平坦面を形成し、窯の直近まで宅地が迫る状況で

Ⅰ．はじめに



- 2 -

あった。したがって、宅地造成に先立つ調査であったことが推察される。

【東浦窯跡群】

調査期間：昭和43（1968）年12月～44（1969）年１月

調査契機：南ヶ丘団地造成の際に発見された。「野添・大浦窯跡」報告書の中では、住宅団地造成

工事に伴い西日本鉄道株式会社主催により実施されたことが記されている。

【大谷窯跡群】

調査期間：昭和43（1968）年12月

　大谷窯跡群の実測図には、「1971年３月」の注記があるが、昭和46年３月刊行の「大野町の文

化財２」には製図した全体図が掲載されていることから、「1971年」の記述は整理作業の際の注記

と解釈した。総括報告書の記述にしたがって調査期間を上記のとおりとする。

調査契機：東浦窯跡群と同様に、西日本鉄道株式会社による造成工事を契機とする。総括報告書の

中には、福岡県教育委員会の依頼をうけて国士舘大学大川氏により調査されたことが記されている。

３．調査体制

【昭和 43・44 年度（発掘調査）】

　発掘調査の参加者については、全容を把握しうる資料がないため、実測図や写真に記された記録

に基づき参加者について列挙する。

国士舘大学　教授　大川清

調査参加者　　　　井、石川、板橋、伊藤博幸、狐塚、近藤、高橋章、戸田、福田恭子、眞下高幸、

　　　　　　　　　松田政基、森廣樹、山崎由美子（五十音順、整理作業参加者を含む可能性あり）

【令和２年度（整理作業）】

大野城市教育委員会教育長　吉富修

　　　　　　　　教育部長　日野和弘

　　　ふるさと文化財課長　石木秀啓

　　　啓発・整備担当係長　林潤也

　　　　発掘調査担当係長　上田龍児

　　　　　　　　　　主査　徳本洋一

　　　　　　　　主任主事　秋穂敏明

　　　　　　　　　　主事　鮫島由佳

　　　　　　　　　　技師　山元瞭平、齋藤明日香

　　　　会計年度任用職員　澤田康夫、木原尭、山村智子、深町美佳、西村友美、三好りさ

　　　　　　　整理作業員　小畑貴子、古賀栄子、小嶋のり子、篠田千恵子、白井典子、

　　　　　　　　　　　　　津田りえ、仲村美幸、氷室優、松本友里恵
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１．地理的環境

　大野城市が位置する福岡平野は、南を背振山地、東を三郡山地に挟まれ、北は博多湾に面している。

平野中央部を那珂川・御笠川が貫流し、広大な沖積平野を形成する。大野城市は福岡平野南東の最

奥部に位置し、最も平野が狭くなる地峡部にあたる。古代以来この地峡部は交通の要衝で、現在で

も九州縦貫自動車道・ＪＲ鹿児島本線・西鉄天神大牟田線・国道３号など九州の南北を結ぶ幹線道

が走っている。市域の東側は月隈丘陵に連なる乙金山・四王寺山、南側は牛頸山に挟まれ、その中

央を御笠川が貫流する。山地は早良花崗岩からなり、風化が著しく真砂土となっており、山麓部か

ら平地丘陵部にかけて段丘が発達する。高位段丘は開析がすすみ、中位段丘は平坦部も多く、平野

部では沖積地が広がる。

２．歴史的環境

旧石器時代　市域北東部の松葉園遺跡、薬師の森遺跡、原口遺跡、雉子ヶ尾遺跡、釜蓋原遺跡や

市域南部の出口遺跡、横峰遺跡、本堂遺跡など丘陵上の遺跡でナイフ形石器・細石刃が確認される。

周辺では南八幡遺跡、諸岡遺跡、井尻B遺跡、門田遺跡などで後期旧石器時代の遺物が分布する。

縄文時代　市域で草創期の遺構・遺物は確認されていないが、周辺では門田遺跡で爪形文土器が

出土している。早期になると遺跡の数が増加し、市域北東部の善一田遺跡、古野遺跡、薬師の森遺

跡、雉子ヶ尾遺跡、釜蓋原遺跡や市域南部の本堂遺跡といった丘陵地で押型文土器や石器が出土す

るほか、石勺遺跡などの平野微高地上にも遺跡が分布する。前期から中期の遺跡は市域では確認さ

れておらず、周辺でも遺跡の数が減少する。後・晩期の遺跡として牛頸塚原遺跡・日ノ浦遺跡で後

期後半から晩期の住居などが確認されるほか、善一田遺跡、古野遺跡、原口遺跡、薬師の森遺跡で後・

晩期の遺物が分布する。なお、薬師の森遺跡や石勺遺跡では落とし穴状遺構を確認しており、これ

らは縄文時代の所産である可能性が高い。

弥生時代　弥生時代には福岡平野全域で遺跡が増加し、沖積地にも遺跡が広がる。市域では北部

から中央部の丘陵・平野部に遺跡が多い。

【前期】　川原遺跡や薬師の森遺跡で板付Ⅰ式期にさかのぼる集落がある。墳墓は御陵前ノ椽遺跡

(前期中頃)、中・寺尾遺跡(前期中頃から中期)、塚口遺跡(前期後半から末)で甕棺墓・土坑墓・

木棺墓などが営まれる。南部では牛頸日ノ浦遺跡で前期後半の甕棺墓・土坑墓がある。また御陵遺

跡では前期中頃から末の集落が確認されている。前期末頃には仲島遺跡、石勺遺跡、ヒケシマ遺跡

など平野部で集落の数が増加し、これらの多くは中期へと続く。なお、周辺地域では板付遺跡や那

珂遺跡で早・前期の環濠集落が成立し拠点集落となる。

【中期】　市域では平野部の仲島遺跡、石勺遺跡、ヒケシマ遺跡が前期末から中期を通して継続する

集落である。丘陵地でも北部の中・寺尾遺跡、森園遺跡で中期前半から後半に集落が営まれ、南部

でも本堂遺跡で小規模な集落がある。墳墓遺跡は前期から継続する中・寺尾遺跡や、森園遺跡で中

期後半を中心にした甕棺墓群があるほか、平野部の石勺遺跡や瑞穂遺跡で甕棺墓を主体とする墳墓

Ⅱ．位置と環境
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がある。周辺では春日丘陵に大規模な集落・墳墓が出現し、青銅器生産も開始される。特に須玖岡

本遺跡D地点甕棺は約30面の前漢鏡・ガラス璧・多数の青銅器を副葬し「王墓」と称される。

【後期】　中期以来の集落である仲島遺跡、石勺遺跡、中・寺尾遺跡、森園遺跡、松葉園遺跡、本堂

遺跡などが存続するほか、村下遺跡、榎町遺跡で新たな集落が出現する。仲島遺跡では貨布・銅鏡

片や青銅器鋳型などが出土しており拠点的な集落となる。周辺地域では中期以降、春日丘陵一帯や

那珂・比恵遺跡群が拠点集落として継続しており、特に春日丘陵一帯は『三国志』「魏書」東夷伝

倭人条に記された「奴国」の中心的な地域と位置づけられる。

古墳時代　

【前期】　古墳時代になると福岡平野でも前方後円墳が出現し、那珂川流域を中心に首長墓級の前方

後円墳が分布する。福岡平野最古式の前方後円墳として、三角縁神獣鏡が出土した那珂八幡古墳(全

長75ｍ )がある。これに後続する盟主墳として安徳大塚古墳(全長62ｍ )や三角縁神獣鏡が出土

したとされる卯内尺古墳がある。市域において明確な前方後円墳は確認されていないが、御陵古墳

群周辺にはかつて前方後円墳があったという指摘があるほか、江戸時代には三角縁神獣鏡が出土し

ており、有力な在地勢力が存在したと考える。

　集落では、福岡平野の拠点集落として博多湾沿岸の西新町遺跡、博多遺跡群や那珂・比恵遺跡群

がある。市域では仲島遺跡、石勺遺跡、村下遺跡が弥生時代後期から営まれ、瑞穂遺跡、原ノ畑遺

跡などでも集落が出現する。この他、森園遺跡や本堂遺跡でも再び集落の形成が認められる。

【中期】　福岡平野の盟主墳として初期横穴式石室を導入した老司古墳(全長76ｍ )があり、博多

遺跡群でも博多１号墳(全長56ｍ )が築造される。また、剣塚北古墳、井尻B１号墳、野藤１号墳、

貝徳寺古墳など中規模の前方後円墳・円墳がある。市域では５世紀前半の笹原古墳(円墳：30ｍ )

があり、隣接して５世紀後半の成屋形古墳(帆立貝式前方後円墳：32ｍ、太宰府市)が築造され、

御笠川流域の盟主墳と考えられている。５世紀後半には牛頸塚原古墳群や古野古墳群で群集墳の形

成が始まる。このうち古野古墳群では、鏡・鈴・鉄剣・農工具類といった豊富な副葬品を有する古

墳もあり、成屋形古墳に次ぐような有力な人物がいたことを示す。

　集落遺跡は福岡平野全域で非常に希薄で、前代までの拠点集落である那珂・比恵遺跡群や西新町

遺跡は消滅する。周辺では高畑遺跡、立花寺B遺跡などで滑石製品の生産を伴う集落が展開する。

市域では石勺遺跡が弥生終末から続く大規模な集落で、初期のカマドや朝鮮半島系の軟質土器が出

土し、滑石製品の生産も伴うことから拠点集落と位置づけられる。このほか仲島遺跡、中・寺尾遺

跡、森園遺跡、金山遺跡、原田遺跡、上園遺跡などで集落が営まれる。

【後期】　福岡平野の盟主墳として６世紀中頃築造の東光寺剣塚古墳(全長75ｍ)や日拝塚古墳(全

長46ｍ )といった前方後円墳がある。６世紀後半には大型前方後円墳は姿を消し、これに代わり

６世紀後半以降、福岡平野一帯の丘陵上には直径10ｍほどの小円墳を主体とした群集墳が爆発的

に増加する。市域では月隈丘陵から乙金山・四王寺山麓にかけて大規模な群集墳が築造され、善一

田古墳群・王城山古墳群をはじめとする乙金古墳群がこれに該当する。善一田古墳群は朝鮮半島系

資料や鉄器生産に関わる資料が豊富であり、王城山古墳群では７世紀を中心とした新羅土器が集中

することが特徴である。このうち、善一田18号墳が最古・最大（６世紀後半築造・直径約25ｍの



　　第 1図　遺跡分布図（１／ 62,500)
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円墳で、豊富な副葬品を有することから当地域の盟主的な墳墓に位置づけられる。また、市域南部

では須恵器工人の墓と考えられる牛頸中通・後田・小田浦古墳群や、６世紀後半の大型円墳である

日ノ浦１号墳がある。また、特殊な墳墓として、梅頭窯跡では窯跡を転用した墳墓があり象嵌大刀

を副葬する。これらの横穴式石室を主体部とする古墳や群集墳は６世紀後半から７世紀にかけて築

造し、８世紀代まで追葬を行うものもある。

　集落は６世紀中頃以降、福岡平野の各地で再び増加する。比恵遺跡群では６世紀後半に大型建物

群が出現し、「那津官家」の可能性が指摘される。市域では仲島遺跡、塚原遺跡、日ノ浦遺跡、上

園遺跡、梅頭遺跡、本堂遺跡、薬師の森遺跡などで集落が営まれ、７世紀代まで存続するものが多い。

仲島遺跡は集落規模が大きく、多数の掘立柱建物の存在や多量の馬骨・子持ち勾玉などの存在から、

拠点的な集落と考えられる。牛頸窯跡群周辺の塚原遺跡、日ノ浦遺跡、上園遺跡、梅頭遺跡、本堂

遺跡などは須恵器工人集落と位置づけられる。また、薬師の森遺跡は一部に渡来人が居住し、鉄器

生産・須恵器生産に関わる集落であることが明らかになっており、先述の乙金古墳群との対応関係

が確実視できる。

　なお、牛頸窯跡群の開始は６世紀中頃に求められ、乙金・四王寺山麓の乙金窯跡・雉子ヶ尾窯跡

もこれに近接した時期に須恵器生産を開始する。

飛鳥時代　７世紀前半代は集落・墳墓ともに古墳時代後期の様相を踏襲する。墳墓で注目すべき

は大野城市と福岡市博多区の境界に位置する今里不動古墳で、７世紀前半前後の大型円墳（直径約

30ｍ）とされ、御笠川右岸地域の盟主墳である。また、６世紀後半の比恵遺跡群に展開した大型

建物群は那珂遺跡群に移動する。この時期、牛頸窯跡群の須恵器生産はひとつのピークをむかえる。

また、野添窯や月ノ浦窯などでは初期瓦を生産しており、那津官家比定地の那珂遺跡に供給された

ことが知られる。牛頸窯跡群周辺では集落の数や住居の数が飛躍的に増加し、牛頸塚原遺跡、日ノ

浦遺跡、上園遺跡などは前代から続く須恵器工人集落と考えられている。

　７世紀中頃から後半には、中国・朝鮮半島を含む東アジア世界が激動の時代をむかえる。日本も

白村江の戦（663年）で敗戦を経験し、日本史上初の国際的な危機に直面する。これに伴い664～

665年にかけて水城・大野城が相次いで築造される。国内情勢でも壬申の乱（672年）が起こり、

これを機に律令体制に基づく本格的な中央集権国家を形成していくことになる。また、大宰府では

第Ⅰ期政庁が成立する。

　このような時代背景の中で、市域全体で遺構・遺物の減少が認められる。例えば、薬師の森遺跡

では７世紀中頃から後半にかけて一時的に遺構・遺物が希薄となり、乙金古墳群では６世紀末から

７世紀前半に古墳築造のピークをむかえ、７世紀後半にかけて順次築造数が減少していく。また、

牛頸窯跡群における窯の数も減少し、一時的に須恵器生産も停滞期をむかえる。

奈良時代　奈良時代になると律令国家が成立し、九州も大宰府を中心とした支配体制が整い、各

地に官衙が設置される。また、この時期には官道も整備され、井相田Ｃ遺跡、板付遺跡、那珂久平

遺跡や谷川遺跡、先ノ原・春日公園内遺跡などで道路状遺構が確認されている。集落遺跡として市

域では仲島遺跡や隣接する井相田Ｃ遺跡で掘立柱建物を中心とした集落が形成される。周辺の高畑

遺跡は「高畑廃寺」あるいは「那珂郡衙」の可能性が指摘され、麦野遺跡・南八幡遺跡で大規模な
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村落が成立し、御笠川中流域の官道沿いに官衙や村落が営まれた景観が復元できる。牛頸窯跡群で

は８世紀前半に窯の数が増加し、供膳具を中心に大量生産が行われる。このほか、本堂遺跡群では

村落内寺院と考えられる遺構が確認されている。また、薬師の森遺跡では集落の経営を再開し、銙

帯金具・ヘラ書き須恵器・越州窯系青磁・製塩土器などの特殊遺物が出土する。鍛冶炉に加え、須

恵器窯に関連する遺構もあり、古墳時代に引き続き手工業生産に関わる集落と考えられる。

　なお、水城では８世紀前半に門の建て替えがあり、東西門や欠堤部周辺を中心に水城に関わる遺

構・遺物が確認されている。

平安時代　平安時代前半の９～10世紀代は福岡平野全域で遺跡数が減少する。牛頸窯跡群も規模

が縮小し、９世紀中頃には操業を停止する。市域の遺跡も減少し、前代に見られた仲島遺跡、井相

田Ｃ遺跡や麦野遺跡の集落も９世紀代に消滅する。９～10世紀代では牛頸月ノ浦窯跡、本堂遺跡、

塚口遺跡、中・寺尾遺跡で土坑墓、薬師の森遺跡で土坑墓や掘立柱建物を検出している。

　なお、９世紀前半に改称した鴻臚館は対外交渉の窓口として機能し、９世紀後半以降は中国商人

の滞在・交易施設となり、初期貿易陶磁器が大量に出土している。

　平安時代後半になると、11世紀中頃から後半に大宰府政庁・鴻臚館が廃絶し、代わって博多遺

跡群において中世都市「博多」が成立する。律令制は完全に崩壊し、各地で武士が活躍する時代を

むかえる。市域においては塚口遺跡、森園遺跡、松葉園遺跡で輸入陶磁器を埋納する土坑墓が確認

されており、有力者の存在を示す。集落は松葉園遺跡、御笠の森遺跡、宝松遺跡、上園遺跡で確認

されている。なお、水城の外濠は平安時代末頃でほぼ埋没し、西門周辺では経塚の形成や棒状土製

品など土器生産に関わる遺物が集中することから、律令制の弛緩とともに本来的な役割が終焉をむ

かえていくこととなる。なお、土師器・瓦器焼成に関わる棒状土製品の出土は、水城西門周辺から

上園遺跡、本堂遺跡周辺にかけて濃密に分布し、牛頸窯跡群終焉以降の土器生産の再開を示す。

鎌倉時代～戦国時代　市域では御笠の森遺跡、本堂遺跡、石勺遺跡、川原遺跡、薬師の森遺跡な

どで当該期の遺構が確認されている。薬師の森遺跡では12世紀後半から14世紀にかけての中世墓

が多数営まれ、集落を囲むと考えられる区画溝やピット群が広がっており、比較的有力な集団が存

在していたと考えられる。御笠の森遺跡は11世紀後半以降継続して集落が営まれる。16世紀後半

から17世紀中頃に多数の方形区画溝が展開し、有力農民層の集落跡と考えられている。また、戦

国期の山城として乙金の唐山城、牛頸の不動城があるが詳細は不明である。

近世　後原遺跡、御笠の森遺跡、雑餉隈遺跡、村下遺跡、川原遺跡、屏風田遺跡などで遺構・遺物

が確認されるが、当該期の遺跡の多くは現在の集落域と重複していると考えられる。このうち、市

域中央部の後原遺跡は「白木原村」の本村にあたり、屋敷地や墓地が確認されており、地禄神社を

中心とした集落景観が復元できる。また、市域北東部の薬師の森遺跡、原口遺跡、古野遺跡では近

世から近現代にかけての墓地が造られ、乙金村の集団墓地として位置づけられる。

近代・現代　市域北東部の王城山遺跡、古野遺跡、原口遺跡で太平洋戦争時の防空壕跡を調査し

ており、このうち王城山遺跡のものは規模や遺物の内容から地下疎開工場と位置づけられる。また、

市域中央部の野添遺跡では、本土決戦に備え野砲を設置したと考えられる洞窟壕が確認されている。
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１．調査の概要

乙金窯跡は大野城市の北東部（大野城市乙金東１丁目）に所在し、周知の埋蔵文化財包蔵地とし

ては善一田遺跡の範囲にあたる。乙金山（標高263ｍ）の西麓に位置し、窯跡は西側に舌状にのび

る丘陵の南西側斜面に構築される。昭和44年調査時には３基の窯跡が存在することが確認された。

中央の窯跡を１号窯、東側の窯跡を２号窯、西側の窯跡を３号窯とし、このうち３号窯は調査を経

ずに消滅した。なお、昭和44年時点では丘陵頂部に横穴式石室を有する古墳があったようであるが、

未調査のまま消滅したため詳細は不明である。

　国士舘大学による昭和44年の調査は、１・２号窯を対象に実施した。調査は最終操業面のみ面

的に発掘し、これ以下の操業面についてはトレンチ調査により確認を行った。出土遺物は須恵器が

大半で、パンケース７箱分が出土した。以下では、昭和44年調査時の図面・写真を基に事実関係

を記述するとともに、出土遺物について報告する。

　なお、平成24年には大野城市教育委員会が同じ地点で調査を実施し、上部が削平された状態で

はあるが、昭和44年調査の痕跡を確認した。この際の調査は当初操業面まで面的に調査を行い、

１号窯で４面の操業面を確認している。以下では、基本的に昭和44年時の調査所見について記述し、

平成24年度の調査所見については、大野城市文化財調査報告書第158集を参照いただきたい。

Ⅲ．乙金窯跡

第 2図　乙金窯跡調査地点位置図 (1/7,500)
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第 3図　乙金窯跡遺構配置図（1/400）
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第 4図　乙金窯跡 1号窯跡実測図（1/60）
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２．１号窯跡

（１）窯の構造（第 4図、図版１～ 3）

地下式窖窯である。焼成部から燃焼部にかけての8.7ｍを検出し、全長は7.3ｍである。窯尻部

側は一部天井部が遺存し、焼成部奥壁は煙道に接続すると考えられる立ち上がりがある。焚口部側

の幅は1.2ｍ、焼成部最大幅は1.9ｍ、奥壁側の幅は0.9ｍで、平面は胴張形を呈する。窯の主軸

方位はN-82° -Eである。調査は最終操業面のみを面的に実施しており、基本的には最終操業面の

所見についての記述になるが、一部トレンチ調査で土層観察により複数の操業面を確認している。

　なお、昭和44年調査時には操業面が３面あると認識されていたが、平成24年調査時では土層観

察により４面との所見が示された。

【焚口部・燃焼部】 焚口部の構造は明確ではないが、焚口下層出土とした遺物が１点ある。燃焼

部の構造も不明確な点が多い。２次操業面の床面は検出した窯体南端部から奥壁側の0.8ｍほどの

範囲が平坦となっており、この付近が燃焼部と想定される。床面の幅は1.2ｍで、当初操業面（１

次）ではこの範囲が緩やかな窪みとなっている。また、最終操業面（３次）では、窯体南端部から

奥壁側へ1.4ｍほどの範囲に緩やかな窪みがある。燃焼部で検出した遺物はない。

【焼成部】 最終操業面（３次）で長さ7.1ｍ、最大幅は１・２次操業面で1.7ｍ、最終操業面で1.9ｍ

である。奥壁側では一部アーチ状を呈する天井部が遺存し、最終操業面からの高さは0.8～ 1.0ｍ

である。床面の傾斜角度は25～ 28度で、床面上には直径0.1～ 0.2ｍほどの小さな窪みや甕の破

片が複数検出されており、焼き台と考えられる。

　遺物は焼き台に使用した須恵器甕片のほか、蓋杯・高杯などが出土した。

【煙道部】 煙道部の構造は不明であるが、奥壁側では急激な立ち上がりが認められ、煙道へと接

続するものと考えられる。出土遺物はない。

【灰原】 トレンチ調査のみであり、規模・構造の把握はしていない。遺物は「捨て場」「ステバ」

として取り上げており、須恵器蓋杯・高杯・甕・皿状製品などが出土した。

（２）出土遺物

【焼成部（第 5図）】

須恵器（１～８）　１〜３は杯H蓋で、口縁部と体部の境に浅い段があり、口縁端部に沈線状の段

を有する。1は外面に、２は内面にワラ状の圧痕がある。４は杯H身で、口縁部は直立気味に立ち

上がる。５は無蓋高杯の杯部で、外面にカキメを施す。６は有蓋高杯の杯部で、杯部付根に透かし

の痕跡がある。７は長脚２段透かしの高杯で、上段は未貫通、下段は貫通する。内面にワラ状の圧

痕がある。８は高杯脚部で、３方向に貫通する１段透かしを有する。７・８ともに外面にカキメを

施す。

【焚口部（第 5図）】

須恵器（９） 𤭯の頸部片である。上半部に櫛描波状文、下半部にカキメを施す。

【灰原（第 5図）】

須恵器（10 ～ 19） 10〜 13は杯H蓋である。いずれも天井部と口縁部の境に沈線が巡り、口縁

端部に段もしくは浅い沈線を有する。天井部は10が手持ちヘラケズリ、他は回転ヘラケズリである。
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０ 10cm(1:3)

焼成部

焚口部

灰原

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15
16

17 18

19

14・15は杯 H身である。14は口縁部が直立、15は内傾する。14の底部は回転ヘラケズリである。

16は長脚２段透かし高杯の脚部片である。透かしは３方向にあり、上段は未貫通、下段は貫通す

る。17・18は甕の口縁部片である。17は内外面ともに回転ナデで、外面に平行タタキの痕跡が残る。

18は口縁端部外面が肥厚し、頸部外面にカキメを施す。19は皿状製品の破片である。内外面とも

に指オサエの痕跡が顕著で、内面に当具痕が残る。

第 5図　1号窯跡出土遺物実測図①（1/3）
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０ 10cm(1:3)

その他

20

21

22

23

24

25

27

28

29

30

26

【その他（第 6・7図）】

須恵器（20 ～ 33） 20・21は杯H蓋である。いずれも口縁部と天井部の境に明確な沈線が巡る。

20は口縁端部内面が凹面を成し、天井部は手持ちヘラケズリである。21は口縁端部が面を成し、

天井部は回転ヘラケズリである。22は杯H身で、底部は回転ヘラケズリである。23〜 25は高杯の

脚部片で、いずれも脚裾端部を外方につまみ上げる。25は３方向に未貫通の透かしを有する。26

は提瓶の体部片で、肩部に環状把手を有する。タタキ成形で、内面に同心円当具痕、外面に平行タ

第 6図　1号窯跡出土遺物実測図②（1/3）
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タキが残り、外面を回転ヘラケズリとカキメで仕上げる。27〜 30は甕の口頸部片である。いずれ

もタタキ成形で、内面に同心円当具痕が残る。28〜 30は外面に平行タタキが残り、カキメで仕上

げる。31〜 33は甕である。31・32は内面に同心円当具痕、外面に平行タタキが残り、カキメで仕

上げる。33は口縁部が受口状を呈する。

（３）小結

　１号窯は全長7.3ｍの地下式窖窯である。平面胴張プランで、一部アーチ状を呈する天井部を確

認した。操業時期は出土遺物よりⅢA～ⅢB期古段階で、最終操業面の焼成部から出土した須恵器

より、ⅢB期古段階で操業を終了したものと考えられる。

０ 10cm(1:3)

その他

31

32

33

第 7図　1号窯跡出土遺物実測図③（1/3）
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３．２号窯跡

（１）窯の構造（第 9図、図版１・２・４）

２号窯は１号窯の南東側５ｍの地点に位置する。地下式窖窯で、焼成部から燃焼部にかけて8.5ｍ

を検出し、全長7.4ｍである。窯尻部側は一部天井部が遺存し、焼成部奥壁側の床面中央には、煙

道に接続すると考えられる溝状の掘り込みおよび立ち上がりがある。焚口部側の幅は1.3ｍ、焼成

部最大幅は2.0ｍ、奥壁側の幅は1.4ｍで、平面は胴張形を呈する。窯の主軸方位はN-58° 50′-E

である。調査は最終操業面のみを面的に実施し、一部トレンチ調査で３次にわたる操業面を確認し

た。

【焚口部・燃焼部】 焚口部の構造は不明であるが、焚口部出土遺物として杯H身、壺蓋、甕など

が取り上げられている。燃焼部の構造も不明な点が多いが、１・２・３次ともに検出した窯体南端

部から奥壁側へ1.5ｍほどの範囲の床面が平坦もしくは緩やかに窪む部分があり、この付近が燃焼

部と想定される。床面の幅は1.2～ 1.5ｍである。須恵器蓋杯・壺・甕などが出土した。

【焼成部】 長さ6.9ｍ、中央付近の幅は１次操業面で1.7ｍ、２・３次操業面で1.9ｍであり、床

面幅を拡幅していることが分かる。１・２次それぞれの床面上には、窯体の崩落土（焼土混じり）

があり、順次補修・嵩上げしながら操業を行ったことを示す。奥壁側ではアーチ状を呈する天井部

が一部遺存し、最終操業面からの高さは0.9ｍほどである。床面の傾斜角度は25度ほどで、床面

上には甕の破片が複数検出されており、焼き台と考えられる。また、焼成部右側の床面には幅0.2ｍ

ほどの溝状の落ち込みが表現されているが、詳細は不明である。

　遺物は蓋杯や焼き台に使用した須恵器甕片が出土した。また、「窯尻」出土として取り上げられ

た直口壺・提瓶・甕などもあるが、これらも焼成部に帰属するものであろう。

【煙道部】 奥壁に接して、床面中央に幅0.3ｍ、深さ0.15ｍの溝状の落ち込みが長さ0.5ｍにわ

たりのびており、煙道へと連なるものであろう。奥壁は直立して立ち上がる。出土遺物はない。

【灰原】　トレンチ調査のみであり、規模・構造の把握はしていない。遺物は「捨て場」「ステバ」

として取り上げており、須恵器蓋杯・甕などが出土した。

（２）出土遺物

【焼成部（第 8図）】

須恵器（34 ～ 41）　34〜 38は杯H蓋である。いずれも口縁部と天井部の境に沈線もしくは段が

巡り、口縁端部に沈線が巡る。天井部は回転ヘラケズリで、35は内面に同心円当具痕、外面にヘ

ラ記号を有する。39は杯H身で、外面にヘラ記号を有する。40は小型の壺で、口縁部は短く外反

する。41は甕の口縁部片で、外面にカキメと櫛描波状文を施す。　　　　　　　　　　　　

【焚口部（第 8図）】　

須恵器（42 ～ 44）　42は杯H蓋で、内面に当具痕が残る。43は杯H身である。底部は回転ヘラ

ケズリで、外面にヘラ記号を有する。44は甕の口縁部片で、口縁端部と口縁直下に櫛描波状文を

施す。

【燃焼部（第 8図）】

須恵器（45～ 51）　45〜 49は杯 H蓋である。いずれも天井部は回転ヘラケズリで、口縁端部は
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０ 10cm(1:3)

焼成部

焚口部

燃焼部

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

第 8図　2号窯跡出土遺物実測図①（1/3）
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第 9図　乙金窯跡 2号窯跡実測図（1/60）
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０ 10cm(1:3)

窯尻部

52

53

54

55

沈線状もしくは面を成す。45・48・49は内面に同心円当具痕が残る。50・51は杯H身である。い

ずれも底部は回転ヘラケズリで、51は内面に同心円当具痕が残る。

【窯尻部（第 10図）】

須恵器（52～ 55） 52は両耳付の直口壺である。口縁部は直立して短く立ち上がり、口縁端部は

面を成す。肩部の２ヶ所に環状把手を有し、外面は平行タタキ、内面は同心円当具痕が残る。肩部

及び口縁部の一部にカキメを施す。53は提瓶の肩部片である。把手は部分的に欠損するが、環状

を呈するものであろう。肩部外面にカキメを施し、内面に当具痕が残る。54・55は甕の口頸部片

である。54は外面には平行タタキ、内面には当具痕が残る。55は頸部を沈線で区画し、上下に櫛

描波状文を施す。

第 10 図　2号窯跡出土遺物実測図②（1/3）
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第 11 図　2号窯跡出土遺物実測図③（1/3）

【灰原（第 11図）】

須恵器（56～ 59）　56・57は杯H身で、底部は回転ヘラケズリ、56の内面には同心円当具痕が残る。

58・59は甕の口縁部片である。58は口縁端部の断面が方形を呈し、櫛描波状文を施す。59は口縁

端部が外傾し、外面に平行タタキ、内面に当具痕が残る。
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乙金窯跡乙金窯跡乙金窯跡乙金窯跡乙金窯跡

０ 10cm(1:3)

その他

71

72

【その他（第 11・12 図）】

須恵器（60 ～ 72）　60〜 62は杯H蓋である。いずれも口縁端部は沈線もしくは面を成し、60・

62は天井部と口縁部の境に沈線が巡る。天井部は回転ヘラケズリで、60の内面には当具痕が残る。

63〜 65は杯H身で、いずれも底部は回転ヘラケズリである。65は底部にヘラ記号を有し、63は

内面に当具痕が残る。66・67は𤭯の口頸部片で、頸部外面に櫛描波状文を施す。67は口縁端部が

面を成し、口縁部と頸部の境には水平面を有する。68は瓶類の底部片である。体部外面はカキメ

で、底部と体部の境にヘラケズリを施す。内面には当具痕が残る。69は口縁部片で、小型甕もし

くは壺であろう。70〜 72は甕である。70の外面は平行タタキ後カキメ、内面には当具痕が残る。

71は頸部に櫛描波状文、斜線文、カキメを施す。頸部・体部接合面は擬口縁状を呈する。72は肩

部の破片で、体部外面は擬格子タタキ、内面は同心円当具痕が残る。頸部内面の付け根に指オサエ

痕が顕著に残る。

（３）小結

　２号窯は残存長7.4ｍの地下式窖窯である。平面胴張形で、一部アーチ状を呈する天井部を確認

した。操業時期は出土遺物よりⅢA～ⅢB期古段階で、最終操業面の焼成部から出土した須恵器よ

り、ⅢB期古段階で操業を終了したものと考えられる。

第 12 図　2号窯跡出土遺物実測図④（1/3）
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乙金窯跡乙金窯跡乙金窯跡乙金窯跡乙金窯跡

４. 出土地点不明遺物

出土遺物（第 13図）

須恵器（73 ～ 76）　73は杯H身である。底部は回転ヘラケズリで、外面にヘラ記号を有し、内

面に当具痕が残る。74は甕の頸部片で外面に斜線文を施す。頸部・体部接合面は擬口縁状を呈し、

接合のための刻目がある。75・76は器台の脚部片で、接合しないが同一個体の可能性がある。大

きく歪むため、本来の傾きは不明だが、裾部は大きく広がる。裾端部は面を成し上面は肥厚する。

沈線により区画した内部に櫛描波状文を施し、上下に直列した長方形の透かしを有する。

土製品（77） 焼成粘土塊で、窯壁の一部であろう。スサを混入する。

縄文土器（78）　浅鉢で、内外面ともにナデである。

０ 10cm(1:3)

73

75

74

76

77

78

第 13 図　乙金窯跡出土地点不明遺物実測図（1/3）
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東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群

１．調査の概要

東浦窯跡群は大野城市の南部（大野城市南ヶ丘５丁目）に所在する。牛頸山（標高447ｍ）の北

麓に位置し、窯跡は北西側にのびる丘陵の南から西側斜面に構築される。

　国士舘大学による昭和43年の調査で、３基の窯跡が確認され、それぞれ東側を１号窯、西側を

２号窯、中央を３号窯として調査を実施した。出土遺物は須恵器が大半で、パンケース23箱分が

出土した。

　以下では、昭和43年調査時の図面・写真を基に事実関係を記述するとともに、出土遺物につい

て報告する。

２．１号窯跡

（１）窯の構造（第 16 図、図版５～８・20）

地下式窖窯である。燃焼部から窯尻部まで14ｍを検出した。燃焼部・窯尻部の絞り込みはなく、

平面寸胴形を呈し、全長8.9ｍである。燃焼部付近と煙道部は一部天井部が遺存し、複数の排煙口

を有する多孔式煙道窯である。窯の主軸方位はN-14° -Wである。調査の結果、2次にわたる操業

面を確認した。

Ⅳ．東浦窯跡群

第 14 図　東浦窯跡群調査地点位置図 (1/7,500)
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東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群

第 15 図　東浦窯跡群遺構配置図（1/500）
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第 16 図　東浦窯跡群 1号窯跡実測図（1/60）
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東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群【焚口部・燃焼部】 現状で長さ3.6ｍ、幅は焼成部側で2.2ｍ、焚口部側で3.3ｍで、やや開き

気味となる。当初操業面の床面（もしくは床面下）には、長さ３ｍ、幅1.1ｍ、深さ0.5ｍの舟底

状ピットがある。最終操業面の床面は平坦である。なお、右壁には壁体に埋め込まれるように石組

がある。拳大から人頭大の礫を使用し、長さ0.6ｍ、高さ0.6ｍの範囲で石組を行い、小礫や窯壁

片で目詰めする。石組下端が最終操業時の床面と同一であることから、窯体の補修に伴うものと考

えられる。燃焼部から焚口部にかけては縦断土層図を作成しており、16層に分層される。基本的

には炭化物・焼土を含む土層で、自然堆積の状況を示す。焚口部出土として取り上げられた土器は

多くあり、完形品を含む須恵器蓋杯・高杯などがある。これらの出土状況の詳細は不明であるが、

平面図で燃焼部と焼成部の境に、蓋杯類と考えられる図が示されており、写真でも確認できること

からこれに該当する可能性がある。本来的には最終操業面の焼成部に伴うものであろうか。

【焼成部】 長さ約7.0ｍ、最大幅は2.3ｍである。燃焼部との境にはアーチ状を呈する天井部が

遺存し、最終操業面からの高さは0.7～ 0.9ｍである。床面の傾斜角度はおおむね30度で、中央

から下部にかけての床面上には、焼き台や甕の破片が密集して検出されたほか、先述したとおり完

形品に近い蓋杯類が出土した。

【煙道部】 ３つの排煙口が横一列に並ぶ多孔式煙道で、一部、天井部が遺存し、奥壁までの水平

長は約1.6ｍである。地山を掘り抜いたものか、粘土などで構築したものかは不明である。各排煙

口の直径は0.7～ 0.8ｍ程度である。

【溝】 煙道部の左側に溝が接続する。溝は北側に1.6ｍのびた後、西側に直角に折れ、３ｍほど直

線的にのびる。煙道部と接続する部分で上端幅1.5ｍ、下端幅1.0ｍ、深さは0.3～ 0.4ｍで、断

面U字形を呈する。遺物は須恵器杯H蓋が出土した。

【前庭部】 規模・構造は不明であるが、前庭部出土遺物として須恵器蓋杯・高杯・壺・甕などが

取り上げられている。

【灰原】 詳細は不明であるが、遺物は須恵器蓋杯・高杯・平瓶・すり鉢などが出土した。

（２）出土遺物

【焼成部（第 17図）】

須恵器（79 ～ 84） 79〜 81は杯H蓋で、天井部は回転ヘラケズリである。いずれも外面にヘラ

記号を有する。82・83は杯H身で、底部は回転ヘラケズリである。83は口縁部に別個体が付着する。

84は甕の口縁部片である。外面を沈線で区画し、上下に連続斜線文を施す。

【焚口部（第 18図）】

須恵器（85 ～ 113） 85〜 94、96〜 98は杯H蓋である。口径はおおむね12〜 13㎝である。い

ずれも天井部は回転ヘラケズリで、89・90・93は外面にヘラ記号を有する。85・87・88・93・94は

天井部が丸みを帯び、内面に指頭痕が残る。これらは器高が高く、全体が丸みを帯びた形態である

ことが特徴で、東浦２号窯の資料とも共通した様相である。95は杯B蓋で、口縁部にカエリを有する。

天井部は回転ヘラケズリである。99〜 111は杯H身で、口径はおおむね10〜 11㎝である。口縁

部の立ち上がりは長短あるが、いずれも内傾する。底部は102が手持ちヘラケズリ、他は回転ヘラ

ケズリである。99・102・103は底部内面に指頭痕が残る。106・107は外面にヘラ記号を有する。
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東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群

０ 10cm(1:3)
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84

第 17 図　1号窯跡出土遺物実測図①（1/3）

112は無蓋高杯の杯部片で、体部に２条の沈線が巡る。113は高杯の脚部片で、３ヶ所に貫通する

透かしを有する。

【前庭部（第 19図）】

須恵器（114 ～ 123） 114〜 116は杯H蓋である。口径12〜 13㎝で、天井部はいずれも回転ヘ

ラケズリである。114・116は天井部の内面に指頭痕が残り、天井部は丸みを帯び、外面にヘラ記

号を有する。117は杯H身で、底部は回転ヘラケズリである。118・119は短脚高杯の脚部である。

118は外面に沈線が巡り、119は内面にヘラ記号を有する。120・121は小型の壺である。120は口

縁部が直立し、肩部にカキメを施す。121は口縁部が肥厚し、頸部は「く」字に屈曲する。体部は

扁球形で、肩部に２条の沈線、最大径の位置にカキメを施す。122は𤭯の体部で、肩部に２条の沈

線が巡る。123は大甕の口頸部片である。口縁部は肥厚し、端部を上方に跳ね上げる。外面を沈線

で区画し、上下２段の波状文を施す。

【灰原（第 20図）】

須恵器（124 ～ 133） 124・125は杯H蓋で、いずれも外面にヘラ記号を有する。天井部は124が

回転ヘラケズリ、125が手持ちヘラケズリである。125は口縁端部内面に面を有し、天井部内面に

指頭痕が残る。126・127は杯H身で、いずれも外面にヘラ記号を有し、底部は回転ヘラケズリである。

立ち上がりは直立気味に短く立ち上がる。128・129は短脚高杯の杯部で、口縁部は外方へ直線的

にのびる。128・129ともに杯部下半に沈線が巡り、129は底面にカキメを施す。130・131は椀である。

130は平底の底部を手持ちヘラケズリで調整し、底部外面にヘラ記号を有する。131は口径14.0㎝で、

口縁部は直立して立ち上がり、下半に２条の突線が巡る。高台がつくものかもしれない。132は平

瓶で、外面は底部付近のみ回転ヘラケズリ、他はカキメである。133はすり鉢（陶臼）で底部を欠く。
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東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群
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第 18 図　1号窯跡出土遺物実測図②（1/3）

体部は直線的に外方に開き、口縁端部は肥厚する。底部は外側に張り出すものであろう。外面に２

条２単位の沈線が巡り、外面の全面にカキメを施す。



- 32 -

東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群

０ 10cm(1:3)
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　　第 19 図　1号窯跡出土遺物実測図③ (1/3・1/4）

【溝（第 21図）】

須恵器（134） 杯H蓋で、天井部に回転ヘラケズリを施す。

【トレンチ（第 21図）】

須恵器（135 ～ 145） 135・136は杯H蓋である。いずれも天井部は回転ヘラケズリ、外面にヘラ

記号を有する。137〜 139は杯H身で、いずれも底部は回転ヘラケズリである。139は外面にヘラ

記号を有する。140〜 142は高杯の脚部で、140・141は短脚、142は長脚である。140は内面にヘ

ラ記号を有し、141は外面に２条の沈線を有する。142は外面にカキメを施す。143は平瓶で、肩部
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　第 20 図　1号窯跡出土遺物実測図④ (1/3)

に瘤状の粘土塊を貼り付ける。外面はカキメ、ヘラ記号を有する。144・145は甕の口頸部片である。

144は口縁部が湾曲し、外面にヘラ記号を有する。145は口縁部が直線的に立ち上がり、口縁端部

は肥厚する。外面に斜線文を施す。

【その他（第 22図）】

須恵器（146～150） 146は杯H蓋で、天井部は回転ヘラケズリで丸みを帯びる。147は器高が高く、

椀とした。底部は回転ヘラケズリ、底部内面に指頭痕が残る。外面にヘラ記号を有する。148〜

150は甕である。148は口頸部が若干湾曲して立ち上がり、口縁端部は肥厚する。外面に連続斜線

文を施す。149は口縁部が直線的で、口縁端部は肥厚する。外面に連続斜線文を施す。150は体部

片で、傾きは不明である。外面に擬格子タタキ、内面には同心円当具痕が残る。

（３）小結

１号窯は全長8.9ｍの地下式窖窯である。平面寸胴形で、複数の排煙口を有する多孔式煙道窯で

ある。焼成部および煙道部の一部に天井部を確認した。操業時期は出土遺物よりⅣA期に位置づけ

られ、蓋杯類の口径が小さいことや天井部・底部に丸みが強いこと、杯身の立ち上がりが低く内傾
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東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群

０ 10cm(1:3)
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第 21 図　1号窯跡出土遺物実測図⑤（1/3）

するものが主体であることや短脚高杯を含むことから、ⅣA期でもⅣB期に近い段階と考えられる。

蓋杯類は天井部・底部内面に指頭痕が残り丸みを帯びるものが多く、当該窯で生産した須恵器の特

徴の一つである。
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第 22 図　1号窯跡出土遺物実測図⑥（1/3）

０ 10cm(1:3)
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東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群東浦窯跡群 ３．２号窯跡

（１）窯の構造（第 23 図、図版５・9～ 14）

地下式窖窯である。前庭部を欠くが燃焼部から窯尻部までの14ｍを検出した。燃焼部・窯尻部

の絞り込みはなく、平面寸胴形を呈し、全長8.6ｍである。煙道部は一部天井部が遺存し、複数の

排煙口を有する多孔式煙道窯である。燃焼部付近の天井も遺存していたようであるが、明確な範囲

は不明である。窯の主軸方位はN-92° -Eである。図面で判断する限り、操業面は２面あると考え

られる。

【焚口部・燃焼部】 焚口部の明確な範囲は不明である。燃焼部の幅は焼成部側で2.1ｍほどで、

前庭部側に向かってやや開き気味となる。当初操業面の床面には長さ2.5ｍ、幅1.0ｍ、深さ0.3ｍ

の舟底状ピットがある。さらに、前庭部側には一辺1.5ｍ、深さ0.3ｍほどの隅丸方形の土坑がある。

焼成部の右壁には壁体に埋め込まれるように、長さ1.5ｍ、高さ0.5ｍの範囲で石組を行い、スサ

入り粘土塊で石の間を充填する。石組下端が最終操業時の床面と同一であることから、窯体の補修

に伴うものと考えられる。燃焼部からは須恵器の甕片などが出土した。

【焼成部】 長さ約7.0ｍ、最大幅は2.0ｍである。床面の傾斜角度は、焼成部中央付近までは26度、

焼成部上部から煙道部側にかけては35度となる。急傾斜になる煙道部側の床面には４段の段を有

し、それぞれの段の幅は0.1～ 0.2ｍほどである。床面からは焼き台として使用した甕の破片や置

き台が散在して分布する。遺物は須恵器蓋杯や甕片などが出土した。なお、図示はされていないが、

写真には「２号窯鉄鏃出土状況」という注記付きで鉄鏃の出土状況が記録されている。詳細な位置

は不明であるが、床面の傾斜状況から焼成部の床面で出土した可能性がある。鉄鏃そのものは行方

不明であるが、整理の過程で東浦２号窯の遺物とともに小型ケースに納められた人骨を確認してい

る。焼骨の可能性がある。

【煙道部】 ３つの排煙口が横一列に並ぶ多孔式煙道で、天井部が遺存し、奥壁までの水平長さは

約1.7ｍである。地山を掘り抜いたものか、粘土などで構築したものかは不明である。各排煙口の

直径は0.7～ 0.8ｍ程度である。左側の１孔は窯体上部方向へ貫通し、他の２孔は溝へと接続する。

【溝】 煙道部の右側に溝が接続し、弧状にのびる。断面逆台形を呈し、溝中央付近で上端幅1.5ｍ、

下端幅0.7ｍである。遺物は須恵器杯H蓋・高杯が出土した。

【灰原】 縦断土層図によると、３～４ｍの範囲で黒色土の灰原の広がりを確認できる。詳細は不

明であるが、遺物は須恵器蓋杯・高杯・平瓶・すり鉢などが出土した。

　このほか、出土地点不明遺物として、須恵器蓋杯・甕などがある。

（２）出土遺物

【焼成部（第 24図）】

須恵器（151） 杯H蓋である。天井部は回転ヘラケズリで、外面にヘラ記号を有し、内面に指頭

痕が残る。

焼き台（152） 花崗岩の礫を焼き台に使用したもので、甕の体部片が付着する。

【燃焼部（第 24図）】

須恵器（153 ～ 156）　153は小型の甕で、外面は擬格子タタキ、内面は同心円状の当具痕が残る。
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第 24 図　2号窯跡出土遺物実測図①（1/3）

154〜 156は甕の口縁部片である。154は口縁端部が口唇状を呈し、外面に連続斜線文を施す。155

は口縁端部が肥厚し、外面にヘラ描き波状文を施す。156は口縁端部が玉縁状を呈し、外面に櫛描

波状文を施す。

【焚口部（第 25図）】

須恵器（157・158） 157・158は杯H蓋である。157は外面は回転ヘラケズリで、ヘラ記号を有する。

天井部には焼成前穿孔がある。158は天井部と口縁部の境に沈線が巡り、口縁端部は面を成す。天

井部は回転ヘラケズリである。

【溝（第 25図）】

須恵器（159 ～ 161） 159・160は杯H蓋で、いずれも外面は回転ヘラケズリである。天井部内面

に指頭痕が残る。161は無蓋高杯の杯部である。下半に２条の沈線が巡る。
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第 25 図　2号窯跡出土遺物実測図②（1/3）

【その他（第 26図）】

須恵器（162 ～ 177） 162〜 168は杯H蓋で、166は 13.8㎝、他は12㎝台である。いずれも天

井部は回転ヘラケズリで、166以外は外面にヘラ記号を有する。いずれも指オサエにより天井部を

丸く仕上げる点が共通する。特に、162〜 165は回転ナデの単位が細かく、外面に明瞭にロクロ目

が残ることが共通し、ヘラ記号は同じ記号である。169〜 175は杯H身で、口径は9.9〜 11.2㎝で

ある。いずれも底部は回転ヘラケズリで、内面に指頭痕が残る。169〜173はヘラ記号を有し、169〜

171は 162〜 165と、172は 167・168と同様の記号で、指オサエにより丸みを帯びた器形とする点

も共通し、セット関係の可能性がある。175は底部中央に焼成前穿孔があり、窯道具の可能性がある。

176・177は甕である。176は口縁部の細片で、口縁直下に沈線が巡り、その下に連続斜線文を施す。

177は大甕で、外面に平行タタキ、内面には同心円当具痕が残る。口縁端部は肥厚し、断面は方形

を呈する。口縁直下と頸部中位に２条１単位の沈線が巡り、その間に連続斜線文を施す。

（３）小結

２号窯は全長8.6ｍの地下式窖窯である。平面寸胴形で、複数の排煙口を有する多孔式煙道窯で

ある。焼成部および煙道部の一部に天井部を確認した。操業時期は出土遺物よりⅣA期に位置づけ

られる。一部、古い様相を持つものもあるが、２号窯に伴うものかどうかは不明である。

　なお、焼成部の床面からは鉄鏃が出土しており、焼骨も確認できることから、操業停止後に墳墓

として利用した可能性がある。
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第 26 図　2号窯跡出土遺物実測図③（1/3・1/6）
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（１）窯の構造（第 27 図、図版５・15 ～ 19）

地下式窖窯である。燃焼部から窯尻部までの13ｍを検出した。燃焼部・窯尻部の絞り込みはなく、

平面寸胴形を呈し、全長9.5ｍである。煙道部は不明確な点が多いが、複数の排煙口を有する多孔

式煙道窯の可能性があり、煙道部から右側に溝が接続する。窯の主軸方位はN-36° -Eである。操

業面の明確な数は不明であるが、焚口部付近の横断土層と考えられる図面には、「床」の注記があ

る面が３面もしくは４面あり、複数の操業面があった可能性がある。

【焚口部・燃焼部】 焚口部の明確な範囲は不明である。燃焼部の幅は2.5ｍほどで、前庭部側に

向かってやや開き気味となる。燃焼部の壁際には、直径0.2ｍの円筒状を呈するスサ入り粘土塊が

確認された。左側の粘土塊は立った状態で、粘土塊の中央に直径５cｍほどの空隙がある。右側の

粘土塊は図示された範囲で少なくとも１ｍの長さがあり、窯内部側へと倒れた状態であった。天井

を支えた支柱と考えられ、棒状の有機物にスサ入り粘土を貼り付けて構築したと想定される。焚口

部・燃焼部として取り上げられた遺物は、須恵器蓋杯・高杯・椀がある。

【焼成部】 長さ約9.0ｍ、幅は燃焼部側で2.5ｍ、煙道部側で2.0ｍあり、奥壁に向かってややす

ぼまる。床面の傾斜角度は、焼成部中央付近までは22度、焼成部上部から煙道部側は35度となる。

急傾斜になる煙道部側の床面には６～７段の段を有し、それぞれの段の幅は0.1～ 0.2ｍほどであ

る。床面からは焼き台や置き台が散在して分布する。遺物は須恵器蓋杯・高杯や𤭯などが出土した。

なお、燃焼部付近から焼成部中央部にかけて未焼成の甕が複数個体出土した。少なくとも左壁側で

３個体、右壁側で１個体あり、いずれも当初操業面と考えられる床面のレベルから0.3～ 0.5ｍほ

ど浮いた状態である。他に未焼成の土器がないことから、窯詰め後に天井が崩落して残された可能

性は低い。写真には「素地、この窯（廃窯後）を物置としたと考えられる」と解釈している。

【煙道部】 詳細は不明であるが、１・２号窯との関係や溝が接続することから、多孔式煙道であっ

た可能性が高い。煙道部左側で底部穿孔した完形品の杯H身が出土した。

【溝】　煙道部の右側に溝が接続し、直線的にのびる。断面逆台形で、煙道部との接続部付近で上

端幅0.5ｍ、下端幅0.3ｍである。出土遺物はない。

（２）出土遺物

【焼成部（第 28図）】

須恵器（178 ～ 181） 178は無蓋高杯の杯部で、外面に沈線・カキメを施す。179は𤭯で、体部

上半はカキメ、中位に櫛状工具により刺突文を施し、下半はヘラケズリである。180は杯H蓋もし

くは身で、焼成前穿孔を施す。181は甕で、外面は擬格子タタキ、内面には同心円当具痕が残る。

【燃焼部（第 28図）】

須恵器（182 ～ 185） 182〜 184は杯H蓋である。いずれも天井部は回転ヘラケズリで、外面に

ヘラ記号を有する。184は内面に指頭痕が残る。185は有蓋高杯で、脚裾部を欠く。脚中位に沈線

が巡り、カキメを施す。杯部は顕著に歪み、重ね焼きにより別個体が付着する。

【焚口部（第 28図）】

須恵器（186 ～ 193） 186 〜 188 は杯 H蓋である。いずれも天井部は回転ヘラケズリで、186・


